
 
 

令和 6 年 4 月 30 日 
 

「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」 
第 88 回（通算第 167 回）定例会 会議録 

 
◆日 時：令和 6 年 4 月 16 日（火） PM7：00～8：15  
◆場 所：田辺市医師会館 ３F 大講堂 
◆出席者：  27 名 ＋オンライン 4 名  

別紙のとおり 
 

 

１．「田辺圏域医療と介護の連携を進める会」定例会について 
 【19：00～20：15】 

 
19：00～       開 会              
 
 
 
19：00～19：05    情報提供 

関係機関からのあいさつ 

 
 
19：05～19：50    研 修 

             「身寄りのない人への医療現場での対応について」 
                  講師：南和歌山医療センター 
                         専門職  難波 邦夫氏 
 
 
19：50～20：15   研修をもとにした関係機関からの発表 

            →病院・診療所・居宅介護支援事業所・権利擁護センター・介護保険

施設・訪問看護ステーション・鍼灸院・まごころサポート  など 

 

 

 

20：15         閉 会 
 

 

 
 
 



【講義内容・意見発表】     

 
 
 
 
 
 
 
【次回の定例会】 

→以下の日程で実施する。 

日時：令和 6年 5月 21日（火） 午後７時～  

       場所：田辺市医師会館 ３F 大講堂 

内容：未定  
 
  

●身寄りのない人の医療同意での困難な状況 

・可能な限りの確認と同意が最も重要 

・どんな場面でも記録が生きてくる。電子カルテでは全部残る。メモよりも安全。 

・後見人として医療同意を求められるが断っている。今の日本の法律ではできない行為。法律を変

えていくか、地域の関係者で折り合いをつけていくしかない。 

・外国人との意思決定支援で困ることはないか？ 

→とくにはないが、通訳できるスタッフがいて、なんとかなった。 

 説明用の文書をあらかじめ作っておく 

最近では、携帯の翻訳アプリも活用できる 

外国の人は、保険に入っているかがカギ 

・法律をもとに、お互いにさぐっていくしかない。 

どうしようもないことをどうにかするしかないので、折り合いをつけている 

 


